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このドキュメントの使用法

このセクションでは、システムの最新のファームウェアとソフトウェア、ドキュメ
ントとフィードバック、およびドキュメント変更履歴の入手方法を説明します。

■ 5ページの「Sun Blade X3–2Bモデル名の変更」
■ 5ページの「最新のファームウェアおよびソフトウェアの取得」
■ 6ページの「ドキュメントとフィードバック」
■ 6ページの「このドキュメントについて」
■ 6ページの「サポートおよびトレーニング」
■ 7ページの「寄稿者」
■ 7ページの「変更履歴」

Sun Blade X3–2Bモデル名の変更
Sun Blade X3-2Bの旧称は Sun Blade X3-2Bです。この名前がまだソフトウェアに表示
されている場合があります。名前の変更は、システム機能の変更を示すものではあ
りません。

新名称の意味は次のとおりです:
■ Xは、x86製品であることを意味します。
■ 最初の数字 3は、サーバーの世代を意味します。
■ 2番目の数字 2は、プロセッサの数を意味します。
■ アルファベット Bは、ブレードサーバー製品であることを意味します。

最新のファームウェアおよびソフトウェアの取得
Oracle x86サーバー、サーバーモジュール (ブレード)、およびブレードシャーシの
ファームウェア、ドライバ、およびその他のハードウェア関連ソフトウェアは、定
期的に更新されています。

最新バージョンは次の 3つのうちいずれかの方法で入手できます:
■ Oracle System Assistant -これは、Sun Oracle x86サーバー用の、出荷時にインス
トール済みの新しいオプションです。OSAは必要なすべてのツールとドライバを
備えており、ほとんどのサーバーに取り付けられているUSBドライブに格納され
ています。
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■ My Oracle Support – http://support.oracle.com

■ 物理メディアのリクエスト

詳細については、41ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を
参照してください。

ドキュメントとフィードバック

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Sun Blade X3-2B http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=SunBladeX3-2B

Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.1 http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ilom31

Oracle Hardware Management Pack http://www.oracle.com/

pls/topic/lookup?ctx=ohmp

このドキュメントについてのフィードバックは次からお寄せください: http://
www.oracle.com/goto/docfeedback。

このドキュメントについて
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で入手できます。情報はト
ピックに基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを生成するには、HTMLページの左上にある PDFボタンをクリック
します。

サポートおよびトレーニング
次のWebサイトに追加のリソースがあります:

■ サポート: http://support.oracle.com
■ トレーニング: http://education.oracle.com

ドキュメントとフィードバック
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寄稿者
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変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です:
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変更履歴

7



8



Sun Blade X3-2B Windowsオペレーティン
グシステムインストールガイドについて

このドキュメントでは、サポートされているバージョンのWindows OSのインス
トール情報を提供します。

説明 セクション

Windows OSインストールオプションと推奨され
る手順の概要です。このセクションを使用して
インストールを計画します。

11ページの「Windows OSのインストールにつ
いて」

このセクションでは選択したインストール方法
の設定に関する手順と情報を示します。

19ページの「OSのインストールの準備」

このセクションでは、インストールおよびイン
ストール後の手順を示します。

27ページの「Windows OSのインストール」
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Windows OSのインストールについて

このセクションでは、Windows OSのインストールの概要を示します。次のタスク表
をガイドとして使用してください。

手順 説明 リンク

1 サポートされているWindows OSの
バージョンの一覧を確認し、サーバーソフト
ウェアおよびハードウェアに関する最新情報
を取得する方法を学習します。

11ページの「サポートされているOSの
バージョンおよび最新情報」

2 単一のサーバーまたは複数のサーバーでの
OSのインストールのオプションを確認しま
す。

12ページの「OSのインストールオプ
ション」

3 必要な手順を実行してインストールの準備を
整えます。

19ページの「OSのインストールの準備」

4 OSをインストールします。 27ページの「Windows OSのインストール」

サポートされているOSのバージョンおよび最新情報
このセクションでは、サポートされているWindows OSのバージョン、および最新の
サーバー関連情報の取得方法について説明します:

■ 12ページの「サポートされているWindowsオペレーティングシステム」
■ 12ページの「プロダクトノートの最新情報」
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サポートされているWindowsオペレーティングシ
ステム
Sun Blade X3-2BがサポートしているMicrosoft Windowsオペレーティングシステムの
最小バージョンは次のとおりです:

■ Microsoft Windows Server 2008 R2 SP1
■ Standard Edition (64ビット)
■ Enterprise Edition (64ビット)
■ Datacenter Edition (64ビット)

■ Microsoft Windows Server 2008 SP2
■ Standard Edition (64ビット)
■ Enterprise Edition (64ビット)
■ Datacenter Edition (64ビット)

関連情報

12ページの「プロダクトノートの最新情報」

プロダクトノートの最新情報
サーバーに関する最新情報は、『Sun Blade X3-2Bプロダクトノート』に記載されて
います。『プロダクトノート』ドキュメントには、使用可能なファームウェア
アップデート、およびサーバーのハードウェアとソフトウェアの問題点に関する詳
細な情報が記載されています。サーバー関連のドキュメントは、オンラインの
サーバードキュメントライブラリで入手できます。http://www.oracle.com/pls/

topic/lookup?ctx=SunBladeX3-2Bを参照してください。

OSのインストールオプション
OSを単一のサーバーにインストールするか、複数のサーバーにインストールするか
を選択できます。このドキュメントの適用範囲は、単一のサーバーでのOSのインス
トールです。次の表に、これら 2つのインストールオプションに関する情報を示し
ます。

オプション 説明

複数のサーバー 次のURLにある Enterprise Managerのページを参照してください: http://
www.oracle.com/

us/products/enterprise-manager/opscenter/index.html

サポートされているWindowsオペレーティングシステム

Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3) Windowsオペレーティングシステムインストールガイド •
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オプション 説明

単一のサーバー 次のいずれかの方法を使用して、単一のサーバーにOSをインストールし
ます:
■ ローカル: OSのインストールは、サーバーでローカルに実行されま
す。このオプションは、物理的にラックにサーバーを設置し終えた
ばかりのときに便利です。Oracle System Assistantを使用するか、手動
インストールを実行します。追加のハードウェアが必要です。

■ リモート: OSのインストールはリモートの場所から実行されま
す。Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)リモートコンソールア
プリケーションを使用して、Oracle System Assistantにアクセスする
か、手動インストールを実行します。

注 – Oracle System Assistantを使用して、ローカルまたはリモートで、単一
サーバーOSのインストールを実行します。

単一サーバーへのOSのインストール方法とOracle System Assistantの詳細について
は、次を参照してください:

■ 13ページの「単一サーバーへのインストール方法」
■ 15ページの「Oracle System Assistant」

単一サーバーへのインストール方法
Windowsインストールメディアの提供方法を選択します。次の情報を使用し
て、ローカルかリモートのどちらのOSのインストールがニーズにもっとも適してい
るかを判断します。

メディアの配布方法 要件

ローカルでの補助付きOSインス
トール – Oracle System Assistantを使
用します。

■ ビデオモニター
■ USBキーボードとマウス
■ USB CD/DVDドライブ
■ Windows配布メディア

詳細については、14ページの「補助付きOSインス
トール」を参照してください。

リモートでの補助付きOSインス
トール – Oracle System Assistantを使
用します。

■ Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーション
■ リダイレクトCD/DVDドライバまたは ISOイメージ
ファイル

■ Windows配布メディア

詳細については、14ページの「補助付きOSインス
トール」を参照してください。

単一サーバーへのインストール方法
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メディアの配布方法 要件

CD/DVDドライブを使用した
ローカルでの手動OSインストール
–サーバーに接続された物理
CD/DVDドライブを使用します。

■ ビデオモニター
■ USBキーボードとマウス
■ USB CD/DVDドライブ
■ Windows配布メディア

詳細については、14ページの「手動によるOSインス
トール」を参照してください。

CD/DVDドライブまたはCD/DVD
ISOイメージを使用したリモートか
らの手動OSインストール – Oracle
ILOMリモートコンソールアプリ
ケーションを実行しているリモート
システム上でリダイレクトされた物
理CD/DVDドライブを使用しま
す。

■ ブラウザが実行されているリモートシステム
■ CD/DVDドライブまたは ISOイメージ
■ Windows配布メディア
■ サーバー管理ポートに対するネットワークアクセス

詳細については、14ページの「手動によるOSインス
トール」を参照してください。

ネットワークPXEインストール –
Windows展開サービス (WDS)
サーバー上のカスタマイズされた
Windows Imaging Format (WIM)イ
メージを使用します。

WDSを実行しているサーバーとそのサーバー用にカスタマ
イズされたWIMイメージ。14ページの「Windows展開
サービスOSのインストール」を参照してください。

補助付きOSインストール
これは、サポートされているOSをサーバーにインストールするためのもっとも簡単
な方法です。この方法では、Oracle System Assistantを使用します。ユーザーがローカ
ルまたはリモートのCD/DVDドライブまたはCD/DVDイメージでWindows OSのイ
ンストールメディアを配布し、アプリケーションがインストールプロセスを開始し
ます。Oracle System Assistantがサーバーにインストールされている必要がありま
す。Oracle System Assistantの詳細については、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270
M3)管理ガイド』を参照してください。

手動によるOSインストール
この方法では、OSのインストールにOracle System Assistantを使用しません。代わり
に、ローカルまたはリモートのCD/DVDドライブ、USBデバイス、CD/DVDイ
メージのいずれかでWindows配布メディアを提供します。必要なツールおよびドラ
イバも提供する必要があります。サーバーのツールとドライバは、サーバー別およ
びOS別のパッケージとして、My Oracle Supportサイトから入手できます。OSをイン
ストールするには、配布メディアのインストールウィザードを使用します。

Windows展開サービスOSのインストール
展開サーバー環境からWindowsをインストールできます。上級
ユーザーは、Windows展開サービス (WDS)サーバー上の特定のサーバー用にカスタ
マイズされたWindowsインストールイメージ (WIM)を作成できます。こうしたイン

補助付きOSインストール
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ストールイメージファイルを作成しておくと、ネットワークカードからサーバーを
ブートし、WDSシステムからそのイメージを選択して展開できます。WDSの詳細
は、http://msdn.microsoft.com/en-us/library/aa967394.aspxを参照してください。

関連情報

15ページの「Oracle System Assistant」

Oracle System Assistant
Oracle System Assistantは、x86 Sun Fireおよび Sun Bladeサーバー用の単一サーバーシ
ステム管理ツールです。これは、Oracleの Single Server Management製品、および一
連の関連ソフトウェアを統合して、サーバーを迅速かつ簡単に起動し保守できるよ
うにするツール群を提供します。Oracle System Assistantのコンポーネントは次のとお
りです:
■ Hardware Management Pack
■ Oracle Linuxコマンド行環境
■ オペレーティングシステム用のドライバとツール (旧ツールおよびドライバ

CD/DVD)
■ サーバー固有のファームウェア
■ サーバー関連ドキュメント

Oracle System Assistantは、サーバー内に組み込まれており、工場でサーバー固有の
ツールとドライバで構成されます (これらのツールとドライバはオンラインアップ
デートによって保守されます)。

Oracle System Assistantの詳細については、次のトピックを参照してください:
■ 15ページの「Oracle System Assistantタスク概要」
■ 16ページの「Oracle System Assistant OSインストールタスク」
■ 16ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantタスク概要
Oracle System Assistantは、次の一般的で有用な単一サーバー管理プロビジョニングタ
スクのセットで構成されます:
■ 補助付きOSインストール
■ システムの概要とシステムインベントリ情報
■ すべてのコンポーネント (ツール、ドライバ、ファームウェアなど)のオンライン
アップデートの取得。

■ システムファームウェア (BIOSおよびOracle ILOM)とホストバスアダプタ
ファームウェアのアップデート

Oracle System Assistantタスク概要
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■ RAIDおよびOracle ILOM (SP)の構成
■ サーバーネットワーク構成
■ 機能と組み込みのメディア整合性チェックの無効化
■ 実行環境を使用可能にする Linuxシェル端末ウィンドウ
■ Oracle Hardware Management Packへのアクセス (Linuxシェルを使用)
■ Oracle System Assistantの復旧

関連情報:

16ページの「Oracle System Assistant OSインストールタスク」

Oracle System Assistant OSインストールタスク
Oracle System AssistantアプリケーションのOSのインストールタスクは、サポートさ
れているOSの補助付きインストールを提供します。OSインストールメディアを提
供すると、Oracle System Assistantがインストールプロセスを開始します。補助付き
OSインストールは、サーバーでサポートされているすべてのオペレーティングシス
テムに使用できるわけではありません。ただし、サーバーでサポートされているOS
がインストールされると、Oracle System Assistantを使用して、OSドライバに加えて
すべてのコンポーネント (ファームウェア、ツール、ドライバ、その他の関連ソフト
ウェア)を更新できます。

関連情報:

16ページの「Oracle System Assistantの取得」

Oracle System Assistantの取得
サーバーがOracle System Assistantをサポートしている場合、そのサーバーにすでに
インストールされている可能性があります。

■ Oracle System Assistantがすでにインストールされており、最新バージョンが必要
な場合は、Get Updatesタスクを使用してOracle System Assistantをアップデートで
きます。

■ Oracle System Assistantがサーバーにインストールされているが、破損または上書
きされている場合は、Oracle My Support Webサイトからリカバリ ISOイメージを
ダウンロードしてください。

■ サーバーがOracle System Assistantをサポートしているが、Oracle System Assistant
がインストールされていない場合は、Oracleの販売代理店までお問い合わせくだ
さい。

Oracle System Assistant OSインストールタスク
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関連情報:

『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)管理ガイド』

Oracle System Assistantの取得
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OSのインストールの準備

OSをインストールする前に、インストール方法を設定する必要があります。このセ
クションでは、OSのインストールの準備手順について説明します。次のタスク表を
ガイドとして使用してください。

手順 説明 リンク

1 OSインストールのタスクの表をすでに確
認している必要があります。

11ページの「Windows OSのインストール
について」

2 選択したインストール方法に基づいてイン
ストールのセットアップを行います。

■ ローカルインストールの場合: 19ページ
の「ローカルインストールの設定」

■ リモートの場合: 20ページの「リモート
インストールのセットアップ」

3 最適なデフォルト値をロードし、BIOS
モードを選択して、BIOSを準備します。

24ページの「BIOSの設定」

4 準備のための手順が完了したら、OSをイ
ンストールします。

27ページの「Windows OSのインス
トール」

インストール方法のセットアップ
■ 19ページの「ローカルインストールの設定」
■ 20ページの「リモートインストールのセットアップ」

▼ ローカルインストールの設定
ローカルOSインストールはサーバーで実行されます。ローカルインストール方法と
して推奨される手順は、Oracle System AssistantのOSのインストールタスクです。こ
の手順を使用して、ローカルのOracle System Assistantの補助付きインストールまた
はローカルの手動 (補助なし)インストールをセットアップします。

19



注 –ローカルOSインストールの場合、追加のハードウェアが必要で、サーバーの
Webアクセスが推奨されます。

■ 『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)設置ガイド』で説明した手順に
従って、サーバーのインストールを完了させておく必要があります。

■ 次のアイテムが必要です:
■ 15ピン (DB-15)コネクタ機能を備えたビデオモニター
■ USBキーボードとマウス
■ USBデバイス (CD/DVDドライブまたはサムドライブ)

■ サーバーに含まれる更新が確実に最新のものになるようにするため
に、サーバーのWebアクセスが推奨されます。

サーバーがスタンバイ電力モードであることを確認します。

サーバーモジュールの前面にあるユニバーサルコネクタポート (UCP)に 3ケーブルド
ングルを接続します。

ビデオモニターを 3ケーブルドングルのビデオコネクタに接続します。

キーボードおよびマウスをサーバーの前面のUSB接続のいずれかに (または 3ケーブ
ルドングルのUSBコネクタのいずれかに)接続します。

CD/DVDドライブをサーバーの前面のほかのUSBドライバに (または 3ケーブルドング
ルのUSBコネクタのいずれかに)接続します。

24ページの「BIOSの設定」

▼ リモートインストールのセットアップ
リモートOSインストールは、Oracle ILOMリモートコンソールアプリケーションお
よびリダイレクトされたCD/DVDドライブまたはCD ISOイメージを使用して実行さ
れます。リモートインストールとして推奨される手順は、Oracle System Assistantの補
助付きOSインストールタスクを使用する手順です。この手順を使用して、リモート
のOracle System Assistantの補助付きインストールまたはリモートの手動 (補助なし)
インストールをセットアップします。

始める前に

1
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次の手順

インストール方法のセットアップ
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注 – CD-ROMまたはCD-ROMイメージのオプションを使用してOSをインストールす
ると、CD-ROMのコンテンツにネットワーク経由でアクセスするため、インス
トールにかかる時間が大幅に長くなります。インストールの所要時間は、ネット
ワークの接続状態とトラフィックによって異なります。また、このインストール方
法では、一時的なネットワークエラーにより問題が生じるリスクが高くなります。

次の要件が満たされている必要があります:

■ 『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)設置ガイド』で説明した手順に
従って、サーバーのインストールを完了させておく必要があります。

■ Oracle ILOMリモートコントロールシステムが、Solaris、Linux、またはWindows
上で実行されている必要があります。

■ Sunサーバーの Ethernet管理ポートにアクセスできるネットワークにOracle ILOM
リモートコントロールシステムが接続されている必要があります。

■ Java Runtime Environment (JRE) 1.5をインストールする必要があります。
■ Oracle ILOMリモートコンソールシステムが Solarisを実行している場合は、Oracle

ILOMリモートコンソールがCD/DVD-ROMドライブにアクセスできるよう
に、ボリューム管理を無効にする必要があります。

■ Oracle ILOMリモートコンソールシステムがWindowsを実行している場合
は、Internet Explorerセキュリティー強化を無効にします。

■ サーバーサービスプロセッサ (SP)が、使用しているサーバーのOracle ILOMド
キュメントの手順に従ってセットアップ済みです。

■ Oracle ILOMにアクセスするための SP IPアドレスが必要です。
■ サーバーに含まれる更新が確実に最新のものになるようにするために、サーバー

Webアクセスが必要です。

注 –この手順に示されているスクリーンショットの一部は、表示される画面とは異な
る場合があります。

Oracle ILOMにアクセスするには、サービスプロセッサの IPアドレスをリモートコン
ソールシステム上のブラウザに入力します。

始める前に

1

インストール方法のセットアップ
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「Security Alert」ダイアログボックスが表示されます。

「I Understand the Risks」リンクをクリックします。

「Add Exception」をクリックします。
Oracle ILOMログイン画面が表示されます。

ユーザー名とパスワードを入力し、「Log In」をクリックします。
デフォルトのユーザー名は root、パスワードは changemeです。

2

3

4

インストール方法のセットアップ
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Oracle ILOMの「System Summary」画面が表示されます。

「Remote Console Launch」ボタンをクリックします。

jnlpgenerator.jnlpファイルのダイアログボックスが表示されます。

「Open」をクリックします。

「Oracle ILOM Remote Console」画面が表示されます。

「Devices」メニューから、選択した配布方法に従って 1つのCDアイテムを選択しま
す。

■ CD-ROMリモート。Oracle ILOMリモートコントロールシステムに接続された
CD/DVD-ROMドライブからオペレーティングシステムソフトウェアCD/DVDの
コンテンツにサーバーをリダイレクトする場合は、「CD-ROM」を選択します。

5

6

7

インストール方法のセットアップ
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■ CD-ROMイメージ。Oracle ILOMリモートコンソールシステム上にあるオペ
レーティングシステムソフトウェアの .isoイメージファイルにサーバーをリダイ
レクトする場合は、「CD-ROM Image」を選択します。

24ページの「BIOSの設定」

BIOSの設定
オペレーティングシステムをインストールする前に、実行する予定のインストール
の種類をサポートするように、BIOS設定が構成されていることを確認する必要があ
ります。次のトピックでは、インストールをサポートするように BIOSを構成する方
法について具体的に説明しています:

■ 24ページの「BIOSの最適なデフォルト設定のロード」
■ 25ページの「BIOSモードの設定」

▼ BIOSの最適なデフォルト設定のロード

注意 –この手順では、BIOSの設定をデフォルト値に戻し、これまでのカスタマイズ
内容をすべて上書きします。カスタマイズされた設定を維持するには、デフォルト
値をロードする前に、各メニューを確認し、カスタマイズされた値を書きとめま
す。

BIOS設定ユーティリティーには、サーバーにとって最適な BIOS設定をロードする
ためのオプションが含まれています。この手順を新しく設置されたサーバーで実行
して、BIOSが最適なデフォルト値に設定されるようにします。

■ サーバーにはストレージドライブが適切に取り付けられています。
■ サーバーへのコンソール接続が確立されている。詳細は次を参照してください

サーバーの電源を入れます。

コンソールに POSTメッセージが表示されます。

メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

出荷時のデフォルト値が設定されるようにするには、F9を押します。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。

次の手順

始める前に
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25ページの「BIOSモードの設定」

▼ BIOSモードの設定
BIOSファームウェアは、レガシー BIOSとUEFI (Unified Extensible Firmware Interface)
の両方をサポートしていますが、デフォルト設定は Legacyです。オペレーティング
システムによっては、レガシー BIOSとUEFI BIOSの両方をサポートしているものも
あれば、レガシー BIOSのみをサポートしているものもあります。これらは、OSを
インストールする前に BIOSモードを設定するためのオプションです:

■ OSがレガシー BIOSだけをサポートしている場合は、OSのインストールを行う前
に、BIOSがレガシーモードに設定されていることを確認する必要があります。

■ OSがレガシー BIOSとUEFI BIOSの両方をサポートしている場合は、OSのインス
トールを実行する前に、レガシーモードとUEFIモードのどちらかに BIOSを設定
できます。

サーバーの電源を入れます。

コンソールに POSTメッセージが表示されます。

メッセージに注目し、プロンプトが表示されたら、F2を押してBIOS設定ユーティリ
ティーにアクセスします。

BIOS設定ユーティリティーのメイン画面が表示されます。

BIOS設定ユーティリティーで、左右の矢印キーを使用して「Boot」画面に移動しま
す。

「Boot Menu」画面が表示されます。

下矢印キーを使用して、「UEFI/BIOS Boot Mode」フィールドを選択します。

Enterキーを押し、上下の矢印キーを使用して「Legacy BIOS」を選択します。

変更を保存してBIOS設定ユーティリティーを終了するには、F10を押します。

27ページの「Windows OSのインストール」

次の手順

1

2

3

4

5

6

次の手順

BIOSの設定

25



26



Windows OSのインストール

このセクションでは、Windows OSのインストールプロセスについて説明します。次
のタスク表をガイドとして使用してください。

手順 説明 リンク

1 「OSのインストール準備」タスク表の手順
をあらかじめ実行しておく必要があります。

19ページの「OSのインストールの準備」

2 選択した方法でWindowsをインストールし
ます。

■ 27ページの「Windowsをインストールす
る(Oracle System Assistant)」

■ 30ページの「Windows Server 2008 R2を手
動でインストールする」

■ 34ページの「Windows Server 2008をイン
ストールする (PXE)」

3 サーバーシステムツール、ドライバ、追加ソ
フトウェアをアップデートします。

35ページの「サーバーシステムツールのイ
ンストールおよびドライバの更新」。

▼ Windowsをインストールする(Oracle System
Assistant)
Oracle System AssistantアプリケーションのOSのインストールタスクは、サポートさ
れているOSを Sun Blade X3-2B.にインストールするためのもっとも簡単な方法で
す。

Oracle System Assistantの詳細は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)管理ガイ
ド』を参照してください。

■ OSインストールタスク表を参照します。27ページの「Windows OSのインス
トール」を参照してください。

■ LSI Logic統合RAIDコントローラの設定ユーティリティーを使用して、ブートド
ライブをRAID 1 (ミラーリング)構成にするには、Ctrl + H (またはサーバー POST
シーケンス中の場合は、コマンド行でCtrl + C)を押します。Windowsオペ

始める前に
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レーティングシステムをインストールする前にブートディスクをRAID構成にす
る必要があります。詳細は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)設置ガイ
ド』を参照してください。

■ Windows OSインストール用配布メディアを取得します。
■ ローカルインストールの場合は、Microsoft Windowsインストールメディアを接続
された物理CD/DVD-ROMドライブにいつでも挿入できるように準備しておきま
す。

■ リモートインストールの場合:
■ Microsoft WindowsインストールメディアをシステムのCD/DVD-ROMドライ
ブに挿入します。「Device」メニューで「CD-ROM」が選択されていることを
確認します。

■ Windowsイメージを使用する場合は、ISOイメージが入手可能であることを確
認します。「Device」メニューで「CD-ROM Image」が選択されていることを
確認します。

サーバーがスタンバイ電源モードになっていることを確認します。

サーバーをブートし、モニターまたはリモートコンソール画面を注視して、F9
キーを押してOracle System Assistantを起動するように求めるプロンプトが表示される
のを待ちます。

1

2

Windows OSのインストール
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プロンプトが表示されたら、F9キーを押します。

Oracle System Assistant Systemの「Overview」メイン画面が表示されます。

Oracle System Assistantをアップデートするには、「Get Updates」をクリックします。

これにより、OSのインストールを開始する前に、Oracle System Assistantによって最
新のファームウェア、ツール、ドライバが用意されます。

注 – Oracle System Assistantを更新するにはWebアクセス環境が必要です。

「Update Firmware」ボタンをクリックします。

これにより、OSのインストール開始前に、サーバーのファームウェアおよびドライ
バが確実に最新のものになります。

「Install OS」ボタンをクリックします。

「Install OS」画面が表示されます。

インストールしようとしているOSのバージョンがサポートされていることを確認す
るために、「View supported operating systems」ウィンドウに表示されたリストを確認
します。

3

4

5

6

7
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「Select your install media location」セクションで、OS配布メディアの場所を指定しま
す。
CD/DVDまたは仮想ドライブを選択できます。

プロンプトに従ってインストールを完了します。
インストールプロセスでは、サーバーが 1回以上リブートします。

35ページの「サーバーシステムツールのインストールおよびドライバの更新」

▼ Windows Server 2008 R2を手動でインストールする
このセクションでは、Oracle System Assistantを使用せずに、OSをインストールする
方法について説明します。OSはローカルまたはリモートのどちらかの方法でインス
トールできます。

注意 –データ損失。OSのインストールを行うとブートディスクがフォーマットされ
るため、ディスク上の既存のデータは、インストール済みのOSも含め、すべて消去
されます。

■ 選択したOSインストール方法 (ローカルまたはリモート)に合わせてサーバーを
設定します。19ページの「ローカルインストールの設定」または20ページの「リ
モートインストールのセットアップ」を参照してください。

■ 必要に応じて、サーバーのハードドライブ上にボリュームを作成し、ブートデバ
イスを設定します。『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)設置ガイド』を参照
してください。

■ Windows OSインストール用配布メディアを取得します。
■ ローカルインストールの場合:プロンプトが表示されたら、Microsoft Windows

Server 2008 R2インストールメディアを接続された物理CD/DVD-ROMドライブに
挿入します。

■ リモートインストールの場合: Windows ServerインストールメディアをOracle
ILOMリモートコンソールシステムのCD/DVD-ROMドライブに挿入しま
す。「Device」メニューで「CD-ROM」が選択されていることを確認してくださ
い。

■ Windowsイメージを使用する場合: Windows Serverインストール用 ISOイメージが
リモートシステムから入手可能であることを確認します。「Device」メ
ニューで「CD-ROM Image」が選択されていることを確認してください。

サーバーの電源を入れ直します。
WindowsリモートまたはWindowsイメージを使用する場合は、ILOM経由でこれを
実行できます。

8

9

参照
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BIOS POSTプロセスが開始されます。

画面を注視して、BIOSメニューが表示されるまで待ちます。

注 – BIOS POSTメッセージ (BIOSメニューオプションリストも含む)はすぐに消えて
しまいます。メッセージを見逃してしまった場合は、サーバーの電源を入れ直
し、ブート中に F8キーを押したままにして、BBSポップアップメニューが表示され
るのを待ちます。

BIOSメニューオプションリストが表示されたら、F8キーを押してBBSポップアップ
メニューを開きます。

BIOS POSTプロセスが完了すると、BBSポップアップメニューが表示されます。BBS
ポップアップメニューでブートデバイスを選択できます。

BBSポップアップメニュー画面の例を次に示します:

インストール方法としてWindowsローカルを選択した場合は、接続されたDVDドラ
イブにWindowsメディアDVDを挿入します。

2

3

4
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次のいずれかを実行します:

■ Windowsローカルを使用する場合は、「Boot Device」メニューから「CD/DVD」を
選択して Enterキーを押します。

■ WindowsリモートまたはWindowsイメージを使用する場合は、「Boot Device」メ
ニューから仮想CD/DVDを選択して Enterキーを押します。

「Press any key to boot from CD」というプロンプトが表示されたら、いずれかの
キーをすばやく押します。

Windowsインストールウィザードが起動します。

インストールウィザードの手順を進めて、「インストールの種類」が表示された
ら「カスタム (詳細)」をクリックします。

「Windowsのインストール場所を選択してください」画面で、次を実行します:

■ Windows Server 2008 SP2用の大容量記憶装置ドライバを追加する場合は、「ドラ
イバの読み込み」をクリックし、大容量記憶装置ドライバの格納場所 (CD/DVD
またはUSBフラッシュドライブ)に移動します。ドライバ情報ファイル (.inf)を
選択します。

注 – Windows Server 2008 SP2の場合、接続されたCD/DVDまたはOracle System
Assistant USBフラッシュドライブを介して、ドライバにアクセスできなければな
りません。ドライバにアクセスできない場合、次の図に示すように、ディスクが
表示されなくなります。

■ Windowsのデフォルトのパーティション設定を選択する場合は、「次へ」をク
リックします。手順 9に進んでください。
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■ Windowsのデフォルトのパーティション設定をオーバーライドする場合は、「ド
ライブオプション (詳細)」をクリックし、次の手順に進みます。

注意 –既存のパーティションをフォーマットしたりパーティションを作成し直したり
すると、そのパーティションにあるすべてのデータが消去されます。

詳細ドライブオプション画面で、次の操作を実行します:

a. 「削除」をクリックして既存のパーティションを削除します。

b. 「新規作成」をクリックして新しいパーティションを作成します。

c. 必要に応じてサイズ設定を変更し、「適用」をクリックします。

8
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d. 「次へ」をクリックします。

Windowsのインストールが開始されます。インストールプロセス中、サーバーは
複数回リブートします。

インストールプロセスが完了すると、Windowsが起動し、ユーザーパスワードの
変更を要求するプロンプトが表示されます。

「OK」をクリックして、管理者パスワードを割り当てます。

注 –パスワードは 8文字で、数字が 1文字、大文字が 1文字含まれていなければなり
ません。詳細は、アカウント作成ページのアクセシビリティーのリンクをクリック
してください。

管理者アカウントにパスワードを割り当てると、Windows Server 2008 R2デスク
トップが表示されます。

35ページの「サーバーシステムツールのインストールおよびドライバの更新」。

▼ Windows Server 2008をインストールする (PXE)
次の手順は、Windows Server 2008 SP2およびWindows Server 2008 R2に適用されま
す。

注 –電源投入メッセージとプロンプトは高速で表示されるため、すぐに画面から消え
てしまうことがあります。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡
大してもかまいません。

次のいずれかを使用して、サーバーをリセットするか電源を投入します:

9
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■ Oracle ILOM Webインタフェースの「Remote Power Control」タブで、「Reset」を
選択します。

■ ローカルサーバーで、フロントパネルにある電源ボタンを約 1秒間押して
サーバーの電源を切ってから、もう一度電源ボタンを押してサーバーに電源を入
れます。

F8キーを押して、一時ブートデバイスを指定します。

「Please Select Boot Device」画面が表示されます。

「Please Select Boot Device」画面で、適切なPXEインストールブートデバイスを選択
し、Enterキーを押します。

注 – PXEインストールブートデバイスは、ネットワークインストールサーバーとの通
信に使用される物理ネットワークポートです。

「Boot Agent」画面が表示されます。

「Boot Agent」画面で、F12キーを押してネットワークサービスをブートします。

通常のWindows Server 2008 SP2またはWindows Server 2008 R2 WDSネットワークインス
トールを続行します。

詳細は、MicrosoftのWindows展開サービスに関する製品ドキュメントを参照してく
ださい。

インストールが完了したら、必要に応じてインストール後のタスクを実行します。

35ページの「サーバーシステムツールのインストールおよびドライバの更新」

サーバーシステムツールのインストールおよびドライバ
の更新

次の各手順では、InstallPackアプリケーションを使用してサーバーシステムツールの
インストールおよびシステムドライバのアップデートの方法を説明します
(InstallPackアプリケーションは、Oracle System Assistantソフトウェアおよびダウン
ロードしたサーバー固有のソフトウェアパッケージと一緒に入手可能です):

■ 36ページの「サーバーシステムツールのインストール」
■ 37ページの「システムドライバをアップデートする」
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▼ サーバーシステムツールのインストール

次のいずれかを実行します:

■ システムにOracle System Assistantがない場合:

a. My Oracle Supportサイトから最新のサーバーシステムツールおよびドライバ
パッケージをダウンロードします。

詳細は、41ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を参
照してください。

b. ダウンロードしたツールおよびドライバパッケージをサーバーに解凍します。

各種サーバーシステムツールは次の各ディレクトリに格納されます—ここで
versionはインストールされたWindows OSのバージョンです:

■ Windows Install Pack MSM: Windows/version/Tools/LSI-MSM
■ NIC Teaming for Windows: Windows/version/Tools/Intel-NIC-PROSet
■ Oracle Hardware Management Pack: Windows/version

/Tools/Hardware-Management-Pack

■ システムにOracle System Assistantがある場合:

a. OS内でファイルブラウザを開き、Oracle System Assistant USBデバイスに移動し
ます。

USBデバイスの名前: ORACLE_SSM

b. ORACLE_SSMUSBドライブをダブルクリックします。

サーバーシステムツールは、次のディレクトリのいずれかに格納されます:

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

■ Windows Install Pack MSM: Windows/version/Tools/LSI-MSM
■ NIC Teaming for Windows: Windows/version/Tools/Intel-NIC-PROSet
■ Oracle Hardware Management Pack: Windows/version

/Tools/Hardware-Management-Pack

1
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サーバーシステムツールをインストールするには:

■ Oracle Hardware Management Packについては、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=ohmpにあるインストールドキュメントを参照してください。

■ Windows InstallPack of MSMおよびNIC Teaming for Windowsについては、次の手順に
進んでください。

installerフォルダに移動します:

drive:\ORACLE_SSM\Windows\ version\installer。

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

InstallPack.htaファイルをダブルクリックします。

InstallPackアプリケーションが表示されます。

サーバーシステムツールをインストールするには、「カスタム」が選択されている
ことを確認して、「次へ」をクリックします。

「カスタム」設定で、インストールするツールを選択できます。

追加ソフトウェアのオプションが選択されていることを確認します。

プラットフォーム固有のドライバをインストールするためのオプションが選択され
ていないことを確認します。

注 –プラットフォーム固有のドライバオプションは、使用しているサーバーのドライ
バをインストールするためのオプションです。これらのドライバはOSのインス
トールプロセス中にインストールされます。

「次へ」をクリックして、インストールするツールを選択します。

「次へ」をクリックして、Install Packアプリケーションの手順を進め、ツールのイン
ストールプロセスを終了します。

▼ システムドライバをアップデートする
次の各手順では、Windows InstallPackアプリケーションを使用してサーバーシステム
ドライバをアップデートする方法を説明します (Windows InstallPackアプリ
ケーションは、Oracle System Assistantソフトウェアおよびダウンロードした
サーバー固有のソフトウェアパッケージと一緒に入手可能です)。
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次のいずれかを実行します:

■ システムにOracle System Assistantがない場合:

a. My Oracle Supportサイトから最新のサーバーシステムツールおよびドライバ
パッケージをダウンロードします。

詳細は、41ページの「サーバーファームウェアとソフトウェアの入手」を参
照してください。

b. ダウンロードしたツールおよびドライバのパッケージをサーバー上に解凍しま
す。

サーバーシステムドライバは、次のディレクトリに格納されます:

Windows\version\Drivers

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

■ システムにOracle System Assistantがある場合:

a. OS内でファイルブラウザを開き、Oracle System Assistant USBデバイスに移動し
ます。

USBデバイスの名前: ORACLE_SSM

b. ORACLE_SSMUSBドライブをダブルクリックします。

installerフォルダに移動します:

drive:\ORACLE_SSM\Windows\ version\installer。

ここで、versionはインストールされたWindows OSのバージョンです。

InstallPack.htaファイルをダブルクリックします。

InstallPackアプリケーションが表示されます。

アプリケーションの処理を進め、プラットフォーム固有のドライバをインストール
するためのオプションを選択します。

追加ソフトウェアをインストールするためのオプションが選択されていないことを
確認します。
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注 –追加ソフトウェアオプションを使用して、サーバーシステムツールをインス
トールできます。

「次へ」をクリックして、Install Packアプリケーションの手順を進め、ツールのイン
ストールプロセスを終了します。
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サーバーファームウェアとソフトウェア
の入手

このセクションでは、サーバーのファームウェアとソフトウェアにアクセスするた
めのオプションについて説明します。

説明 リンク

ファームウェアとソフトウェアのアップデート
について説明します。

41ページの「ファームウェアとソフトウェアの
アップデート」

ファームウェアとソフトウェアを入手するため
のオプションについて学習します。

42ページの「ファームウェアおよびソフト
ウェア入手のオプション」

入手可能なファームウェアとソフトウェアの
パッケージを示します。

42ページの「入手可能なソフトウェアリリース
パッケージ」

Oracle System Assistant、My Oracle Support、また
は物理メディアのリクエストに
よって、ファームウェアとソフトウェアの
パッケージを入手します。

44ページの「ファームウェアとソフトウェアの
入手」

ファームウェアとソフトウェアのアップデート
をインストールします。

48ページの「アップデートのインストール」

ファームウェアとソフトウェアのアップデート
サーバー用のハードウェアドライバやツールなどのファームウェアおよびソフト
ウェアは、定期的に更新されます。アップデートはソフトウェアリリースとして公
開されます。ソフトウェアリリースは、サーバーで使用できるすべてのファーム
ウェア、ハードウェアドライバ、およびユーティリティーを含む、ダウンロード
(パッチ)のセットです。これらはすべてまとめてテストされています。ダウン
ロードに含まれているRead Meドキュメントに、前回のソフトウェアリリースから
変更された点と変更されていない点が説明されています。

サーバーのファームウェアとソフトウェアは、ソフトウェアリリースが入手可能に
なりしだい、更新してください。ソフトウェアリリースには、多くの場合はバグの
修正が含まれていて、更新によってサーバーモジュールソフトウェアは、最新の
シャーシファームウェアおよびその他のシャーシコンポーネントのファームウェア
やソフトウェアとの互換性を確保できます。
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ダウンロードパッケージ内のRead Meファイルおよび『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade
X6270 M3)プロダクトノート』には、ダウンロードパッケージ内の更新済みのファイ
ル、および現在のリリースで修正されているバグに関する情報が記載されていま
す。さらに、プロダクトノートには、最新のシャーシのファームウェアでサポート
されているサーバーモジュールソフトウェアのバージョンに関する情報も記載され
ています。

ファームウェアおよびソフトウェア入手のオプション
次のオプションのいずれかを使用して、サーバーの最新ファームウェアおよびソフ
トウェアセットを入手します:

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantは、出荷時にインストールされる
Oracleサーバー用の新しいオプションであり、サーバーのファームウェアおよび
ソフトウェアを簡単にダウンロードおよびインストールできるように支援しま
す。

Oracle System Assistantの使用方法の詳細は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270
M3)管理ガイド』の「Oracle ILOM WebインタフェースからのOracle System
Assistantへのアクセス」を参照してください。

■ My Oracle Support –システムのすべてのファームウェアとソフトウェアは、My
Oracle Support (http://support.oracle.com)から入手できます。
My Oracle Supportで入手できるものの詳細は、42ページの「入手可能なソフト
ウェアリリースパッケージ」を参照してください。

My Oracle Supportからソフトウェアリリースをダウンロードする方法は、44
ページの「My Oracle Supportを使用してファームウェアとソフトウェアをダウン
ロードする」を参照してください。

■ 物理メディアのリクエスト (PMR) – My Oracle Supportから入手できるダウン
ロード (パッチ)が含まれているDVDをリクエストできます。
詳細は、46ページの「物理メディアのリクエスト (オンライン)」を参照してくだ
さい。

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
My Oracle Supportでは、ダウンロードは製品ファミリ、製品、およびバージョン別に
グループ分けされています。バージョンには 1つ以上のダウンロード (パッチ)が含
まれます。

サーバーとブレードの場合、パターンは似ています。製品種別はサーバーで
す。サーバーごとにリリースセットが含まれます。これらのリリースは本当のソフ
トウェア製品のリリースではなく、サーバー用のアップデートのリリースです。こ
れらのアップデートはソフトウェアリリースと呼ばれ、まとめてテスト済みの複数

ファームウェアおよびソフトウェア入手のオプション
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のダウンロードで構成されます。各ダウンロードには、ファームウェア、ドライ
バ、またはユーティリティーが含まれます。

My Oracle Supportには、次の表に示したとおりの、このサーバーファミリ向けのダウ
ンロードタイプのセットが含まれます。これらは物理メディアのリクエスト (PMR)
によってリクエストすることもできます。Oracle System Assistantを使用しても、同じ
ファームウェアおよびソフトウェアをダウンロードできます。

パッケージ名 説明
このパッケージをダウンロード
するタイミング

X3-2B SWversion – Firmware Pack Oracle ILOM、BIOS、および
オプションカードファーム
ウェアを含む、すべてのシ
ステムファームウェア。

最新のファームウェアが必
要なとき。

X3-2B SWversion – OS Pack OSパックは、サポートされ
ているオペレーティングシ
ステムのバージョンごとに
入手できます。各OS
パックには、該当の
バージョンのOS用のすべ
てのツール、ドライバ、お
よびユーティリティーの
パッケージが含まれていま
す。

ソフトウェアには、Oracle
Hardware Management Pack
および LSI MegaRAIDソフト
ウェアが含まれます。

OS固有のドライ
バ、ツール、または
ユーティリティーをアップ
デートする必要があると
き。

X3-2B SWversion – All packs Firmware Pack、すべてのOS
Pack、およびすべてのド
キュメントを含みます。

このパックに SunVTSまた
はOracle System Assistantの
イメージは含まれません。

システムファームウェアと
OS固有ソフトウェアの組
み合わせをアップデートす
る必要があるとき。

X3-2B SWversion – Diagnostics SunVTS診断イメージ。 SunVTS診断イメージが必
要なとき。

X3-2B SWversion – Oracle System Assistant
Updater

Oracle System Assistant
アップデータおよび ISO
アップデートイメージ。

Oracle System Assistantを手
動で復旧またはアップ
デートする必要があると
き。

各ダウンロードは zipファイルで、Read Meと、ファームウェアまたはソフトウェア
のファイルを含むサブディレクトリのセットが含まれています。Read Meファイルに

入手可能なソフトウェアリリースパッケージ
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は、前回のソフトウェアリリース以降に変更されたコンポーネントと、修正済みの
バグの詳細が記載されています。これらのダウンロードのディレクトリ構造の詳細
は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)管理ガイド』を参照してください。

ファームウェアとソフトウェアの入手
このセクションでは、ソフトウェアリリースファイルをダウンロードまたはリクエ
ストする方法について説明します。

注 – Oracle System Assistantを使用して、最新のソフトウェアリリースを簡単にダウン
ロードして使用することもできます。詳細は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270
M3)管理ガイド』を参照してください。

アップデートされたファームウェアとソフトウェアには、ほかにも 2つの入手方法
があります。

■ 44ページの「My Oracle Supportを使用してファームウェアとソフトウェアをダウ
ンロードする」

■ 45ページの「物理メディアをリクエストする」

▼ My Oracle Supportを使用してファームウェアとソ
フトウェアをダウンロードする

http://support.oracle.comにアクセスします

My Oracle Supportにサインインします。

ページ上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「パッチと更新版」画面が表示されます。

「検索」画面で、「製品またはファミリ (拡張検索)」をクリックします。

画面に検索フィールドが表示されます。

「製品」フィールドで、ドロップダウンリストから製品を選択します。

あるいは、製品名 (たとえば、Sun Blade X3-2B)の全体または一部を、一致するものが
表示されるまで入力します。
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「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選
択します。

入手可能なすべてのソフトウェアリリースを表示するには、フォルダを展開しま
す。

「検索」をクリックします。

ソフトウェアリリースは、ダウンロード (パッチ)のセットで構成されます。

入手可能なダウンロードの説明については、42ページの「入手可能なソフトウェア
リリースパッケージ」を参照してください。

パッチを選択するには、パッチ名の横にあるチェックボックスをクリックします (複
数のパッチを選択できます)。
アクションパネルがポップアップ表示されます。このパネルには複数のアクション
のオプションが表示されます。

アップデートをダウンロードするには、ポップアップパネルの「ダウンロード」を
クリックします。

自動的にダウンロードが開始されます。

物理メディアをリクエストする
手続き上、Oracle Webサイトからダウンロードできない場合は、物理メディアのリ
クエスト (PMR)によって最新のソフトウェアリリースを入手できます。

次の表で、物理メディアのリクエストを行うための大まかなタスクについて説明
し、詳細情報のリンクを示します。

説明 リンク

リクエストを行うために必要な情報を収集しま
す。

45ページの「物理メディアのリクエスト用の情
報を収集する」

オンラインで、またはOracleサポートに電話す
ることで、物理メディアをリクエストします。

46ページの「物理メディアのリクエスト (オン
ライン)」

47ページの「物理メディアのリクエスト (電
話)」

物理メディアのリクエスト用の情報を収集する
物理メディアのリクエスト (PMR)を行うには、サーバーの保証またはサポート契約
が必要です。

PMRを実行する前に、次の情報を収集します:

6

7

8

9
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■ 製品名、ソフトウェアリリースのバージョン、および必要なパッチを把握しま
す。最新のソフトウェアリリースと、リクエストするダウンロードパッケージ
(パッチ)の名前がわかっていると、より簡単にリクエストを行うことができま
す。
■ My Oracle Supportにアクセスできる場合 – 44ページの「My Oracle Supportを使
用してファームウェアとソフトウェアをダウンロードする」の手順に
従って、最新のソフトウェアリリースを確認し、入手可能なダウンロード
(パッチ)を表示します。パッチのリストを表示したあとに、ダウンロード手順
を続けない場合は、「パッチ検索結果」ページから移動できます。

■ My Oracle Supportにアクセスできない場合 – 42ページの「入手可能なソフト
ウェアリリースパッケージ」にある情報を使って、目的のパッケージを判断し
てから、最新のソフトウェアリリース用のこれらのパッケージをリクエストし
てください。

■ 送付先情報を用意します。リクエストのためには、連絡先、電話番号、電子
メールアドレス、会社名、および送付先住所を提供する必要があります。

▼ 物理メディアのリクエスト (オンライン)
リクエストを行う前に、45ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載されている情報を収集します。

http://support.oracle.comにアクセスして、サインインします。

ページの右上隅にある「問合せ先」リンクをクリックします。

「リクエストの説明」セクションで、次を入力します:

a. 「リクエスト・カテゴリ」ドロップダウンリストから、次を選択します:
物理メディアのリクエスト (レガシーOracle製品、Primavera、BEA、Sun製品)

b. 「リクエスト・サマリー」フィールドに、次を入力します:
Sun Blade Sun Blade X3-2B の最新ソフトウェアリリースの PMR

「リクエスト詳細」セクションで、次の表に示されている質問に回答します:

質問 回答

物理ソフトウェアメディアの送付リクエストで
すか ?

はい

どの製品ラインに関係するメディアのリクエス
トですか ?

Sun製品

始める前に

1

2

3

4
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質問 回答

パッチのダウンロードに必要なパスワードの確
認ですか ?

いいえ

CD/DVDでのパッチのリクエストですか ? はい

パッチをCDやDVDでリクエストする場
合、パッチの番号、OSとプラットフォームをお
知らせください。

該当するソフトウェアリリースのダウンロード
ごとに、パッチ番号を入力します。

リクエストする製品名とバージョンをお知らせ
ください。

製品名: Sun Blade X3-2B

バージョン:最新のソフトウェアリリース番号。

リクエストするメディアのOSとプラット
フォームをお知らせください。

OS固有のダウンロードをリクエストする場合
は、ここでOSを指定します。システム
ファームウェアのみをリクエストする場合
は、「一般」と入力します。

この送付に言語は必要ですか ? いいえ

送付先の担当者、電話番号、電子メールアドレス、会社名、および送付先住所の情
報を入力します。

「次へ」をクリックします。

「関連ファイル」の下に Knowledge Article 1361144.1と入力します

「送信」をクリックします。

▼ 物理メディアのリクエスト (電話)
リクエストを行う前に、45ページの「物理メディアのリクエスト用の情報を収集す
る」に記載されている情報を収集します。

Oracle Global Customer Support Contacts Directoryにある適切な番号を使用して、Oracle
サポートに電話します:

http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html

Sun Blade X3-2Bの物理メディアのリクエスト (PMR)を行いたい旨をOracleサポートに
伝えます。

■ My Oracle Supportから特定のソフトウェアリリースおよびパッチ番号の情報にア
クセスできる場合は、この情報をサポート担当者に伝えます。

5

6

7

8

始める前に

1

2

物理メディアのリクエスト用の情報を収集する

47

http://www.oracle.com/us/support/contact-068555.html


■ ソフトウェアリリース情報にアクセスできない場合は、Sun Blade X3-2Bの最新の
ソフトウェアリリースをリクエストしてください。

アップデートのインストール
以降のトピックでは、ファームウェアとソフトウェアのアップデートのインス
トールに関する情報を提供します:

■ 48ページの「ファームウェアをインストールする」
■ 49ページの「ハードウェアドライバとOSツールのインストール」

ファームウェアをインストールする
更新されたファームウェアは、次のいずれかを使用してインストールできます:

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center – Ops Center Enterprise Controllerでは、Oracle
から自動的に最新のファームウェアをダウンロードするか、Enterprise Controller
内にファームウェアを手動でロードできます。どちらの場合も、Ops Centerが 1
つ以上のサーバー、ブレード、またはブレードシャーシ上にファームウェアをイ
ンストールできます。

詳細については、次にアクセスしてください:

http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/opscenter/index.html

■ Oracle System Assistant – Oracle System Assistantでは、Oracleの最新のファーム
ウェアをダウンロードしてインストールできます。

詳細は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)管理ガイド』の「サーバー構成
のためのOracle System Assistantの使用」を参照してください。

■ Oracle Hardware Management Pack – Oracle Hardware Management Pack内の
fwupdate CLIツールを使用して、システム内のファームウェアを更新できます。

詳細については、次にアクセスしてください: http://www.oracle.com/pls/topic/
lookup?ctx=ohmp。

■ Oracle ILOM – Oracle ILOMおよび BIOSファームウェアは、Oracle ILOM Webイン
タフェースおよびOracle ILOM CLIを使用して更新できる唯一のファームウェア
です。

詳細については、次にアクセスしてください: http://www.oracle.com/pls/topic/
lookup?ctx=ilom31。

アップデートのインストール
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ハードウェアドライバとOSツールのインス
トール
更新されたハードウェアドライバとオペレーティングシステム (OS)関連のツール
(Oracle Hardware Management Packなど)は、次のいずれかを使用してインストールで
きます:

■ Oracle Enterprise Manager Ops Center –詳細については、次にアクセスしてくださ
い:
http://www.oracle.com/us/products/enterprise-manager/opscenter/index.html

■ Oracle System Assistant –詳細は、『Sun Blade X3-2B (旧 Sun Blade X6270 M3)管理ガ
イド』の「Oracle System Assistantによるサーバーの設定」を参照してください。

■ JumpStart、Kickstart、またはサードパーティー製ツールなどのその他の配備メカ
ニズム。

詳細は、使用しているOSのドキュメントを参照してください。

ハードウェアドライバとOSツールのインストール
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